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　移植片が自ら骨を新生して，移植床に癒合する
か，母野から専ら骨新生が起り，移植片は軍にそ
れを刺戟ないし助長するのみであるかは，古來多
くの研究をみているがいまだに結論を得ないまま
になっている。在野の研究はしかし，生物学的，
機能的検索法としてぽ，いささか物足りない憾み
があった6切り放された骨が超生するものであれ
ば，その骨に能動的塘殖作」一1－iが當即下られる筈で
ある。
　私は遊離骨片に作られた骨傷に損傷治癒過程が
認められれば，移植骨の超生ないし骨新生能を肯
定しうるのみならす，進んでその勢州の比較吟味
が移植骨の優劣を判定する一一つの指標にはなりう
るとの河邨敏授の示唆に基づき次の実験を行った。
　　　　　　　　　実験方法
　1）実瞼材料r　　成熟家兎より無菌的に切除した肋骨
で，その新鮮なもの，煮沸10分に及．んだもの，及び一200C
冷・凍】，3，5，8，12週保存したものをもちいた。
　2）実験要領：　上述の骨に無薦的に約1mmの骨髄に
達する穿孔を一方の骨皮覧から行ったのち，戌熟家兎背筋
内に移植し，その工，3；5週後にζ＝れを取り幽し，10％フ
ォルマリン固定，硝酸フ．tルマリン腕灰，型の如く脱：水を
進めセルPイジン切片をえ，ヘマトキシリン・tオジン及
びヴァンギーソン染色を施し鏡検したvなお穿孔時生ずる
骨粉は及ぶかぎり穴中におとし込んだ。
　　　　　　　　　組織所見
　1，新鮮早舞＝a）1週後　主に線維母細胞，かなりの
組織球細胞，少々の堆球，赤血球，毛細警を含んだ肉芽組
織が孔から入り込み，骨髄はところどころに骨髄系1皿胞の破
粗したものあり，骨の四囲にも円形白繭包の浸潤強い肉芽組
織がみらオしる。このような反臨の見られないところもある。
　b）3週後　　骨髄は線維性にな｝）kk合織が入｝）込み初
期の線維性骨髄の形を呈し，脂肪系皿胞，毛細瞥が明かとな
ってきている。個有の骨髄紬胞は減少してきている。内冊
膜に近：いところは紡維状の系ni胞と線維の発育が内部に比し
明かとなり，孔の側の骨の定：型的窩状吸牧の像が見られる
（第1図）。
第1図
。）5週後　　骨は全く萎縮し，部分的に無構造になり
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細胞の不明瞭な所あり，杣板も不明瞭となり骨細胞は核i萎
縮，骨髄は疎性結合織で置換されところどころに脂肪細胞
あり，一部に変性した骨髄の組織が見られる。夕卜骨ll莫性骨
増殖は全く見られず異物としての結合織の増殖のみをみる
‘第2図）。
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第2図
　21煮沸骨群：a）1週後　孔の中は線維素ようの物
質がこまかい網状をなし変性した白血球が入り込んでいる。
孔の四囲の骨髄は変性し七無構造でヘマトキシリンで青味
を帯びて染っている。骨髄細胞は全体染色性不頂：である。
また部分的には塊状の血液ようの物質が残っている。四囲
の反癒は極めて朋い。孔の反対側には少々の組胞浸潤をみ
る。
　b）3週後　　骨皮質は全体としてi萎縮し，細胞殆ど見
当らず，骨版も不明瞭，孔の入「1に壌死した細胞あり骨髄
に面したところには多数の壌iれた核の集團をみるDまた結
合織の増殖あり疎性結合織の堀殖が砦明である（第3図）。
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　c）5週後　　骨皮質，骨板は更に萎縮，無構造化し細
胞の核濃縮あり，肉芽組織の侵入あり，毛細嘗が入り込み
その周囲にf“lll胞の少ない結合織がある。組織球系lll胞，白血
球の浸潤をみ，この附近に異昏勿匡細胞の形のものが多数み
られ，その中に焚色の瓢粒がみられる。内骨膜のところに
結合織増殖著明，骨質のすでに浩：失しているところがある。
吸説及び四囲の反応はわりに早く行われている（第4図）。
第4図
　3）冷凍保存1遇群二a）1週後　　孔のところは壊死
を起した無構遣の物質あり，ほんの少量の疎性結合織をみ
る。孔の反対側の四囲の骨膜にはこわ才した多数の核破損物
がみられ，その周囲に結斜哉細胞の」曾殖あり。孔側では反
対に極めて寒い。
　b）3週後　　孔のところは前者と同じで，少量の疎性
結合織の増殖あり，この孔の四囲には系田胞の種類の1周定出
來ない変性した系皿胞のやや限局性の浸潤がある。骨白身は
骨板が不明瞭で細胞も染色不冥，孔の反対側の骨膜及びそ
の四囲には骨髄と同様の種類の列然せぬ紬胞二二がある。
孔側の骨膜の四囲には結合織の増殖あり。
　cJ　5遇後　　冊は萎縦し薄くなり，骨版，骨細胞の不
明瞭化を醜し吸牧に傾いている。骨髄巾に鯨性結合綿駐の潜
苑あり，このなかには全く染色性を失った骨髄細胞あり，
その周囲には黄色の色素を含む異物巨鶴沼包様細胞が見られ
る。
　4）冷凍保存3週群la｝1週後　　孔が不明瞭だが骨
は萎紹し，薄くなり構造不明瞭，骨髄rllには多量の細胞集
囲あり，同時に一部は疎性結合織になっている。骨膜から
少しはなれて結合織の増殖がある。
　b）3週後　　孔のところがら疎性結合織の璽殖；皆明で，
骨髄全体が線維性骨髄1こ変っている。結合織の増殖の線維
が緻密に配列したところあり，骨髄の一部残存せる部あ1），
骨皮質は謡曲，非薄化著明，軒板，骨細胞は不明瞭となっ
ている。
　5）冷凍保存5週群：a｝1週後　　骨は萎縮し吸牧さ
れかかっている。孔部の結合織増殖を見，こオしからずっと
連続的に増殖して線維性骨髄となっているが，一蔀骨髄組
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織の残存：も認められる。
　b）3週後　　孔のところを中心に骨髄に細胞種別の列
然しない核の破溢した細胞の集團があり，とくに一部には
この細胞の浸潤がかなり山沢である。この聞に挾って染色
性低下した骨髄がある。その反対側には若い結合織の塘殖
がある1第5図）。
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　c）5週後　　孔からわりに硬い結合織の侵入あり，骨
全体は菲糖化し，染色性山嵐で，骨版，骨細胞不明瞭，骨
髄の大部分は結合織で白総旨髄と化し，異物巨灘皿胞の集園
をみる。一部にはなお変性した唇i匝の骨髄組織がある。孔
の反対側の骨膜の外側には疎性結合織の増殖あり（as　6図）。
第6図
　6）冷凍保存8週舞：a）3週後　　孔のと屯うに限局
して多量の核崩壊をみる系剛包あり，このなかに入った骨に
は吸収が進んでいる。骨髄の染色性低下し，骨皮質は葬薄
化し骨板も綱包も不明瞭・．　1ノ．q囲の結合織の増殖はわりに弱
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　b｝6週後　　孔と思われるところに上述のような白血
i球の浸潤あり，また一：部にはこの四囲に同細胞の浸潤を俘
なった肉i芽組織がありかっここには儒エオヂン嗜好白血球
がみられる。四囲の結合織の増殖は弱い。
　7）冷凍保存　12　va群：a）2週後　　孔のところに系田胞
の屡れたものと疎性結合織とあり，やや弱い自血球の浸潤
をみる。また一部全く線維骨髄になっているところあり。
四囲の結合織の増殖は弱い。
　b）’4週後　　骨は萎縮し，三板不明1隆孔のところに
r致して限局性の円形細胞浸潤をみ，その四囲の結合織の
油川は朋い。骨髄は線維骨髄化している。
小 括
　以上を要約すると，どの骨も穿孔部で造骨している形跡
は見られない。長期冷凍保存のものでは膿瘍様変化を呈し
ているが，骨随紬胞の謡われたものの核か，細胞浸潤かは
列馴しにくい。また冷凍骨園圃は新鮮骨に比し遅い。．吸収
の形態は窩状吸牧が主で冷凍骨で’ま異物巨細胞の出現が目
立ち，古い冷哩東・胃’程1隈瘍」圖三変化をみるにかかわらず系lll萬噺生
のものにしては四囲の結合織の塀殖が少な過ぎるのが特異
であった1第7圖♪。
第7図
　被吸牧性の順序は新鮮骨最も早く煮沸骨これにつぎ，冷
凍骨最も遅いと判定さオした。
総括並びに考按
　移植骨が造骨能を有するか否かの論議は自家骨
移植に関してのものであったのが，その麟趨をみ
ないうちに，今や同種骨移植，さらに保存骨移植
の時代に突入し，その複難性ぽ一暦加わった。
　移植骨の蓮命に関しては，枚纂にいとまないくらいに議
論し盤されて來たが，19世紀までの単者の見解は，移植骨の
骨膜，骨髄が超生し骨新生に大いなる役割を果たすという
Ollier（1867）で代表される意見と，速やかに死滅し吸攻置
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換されるというBarth（1895）2）で代表される意見の対立の
ままであった1），3）。今世紀に入ってからはAxhausen　（1908），
Mayer　＆　Wehner　（1914），　Haas　（1914），　Brooks　（1914），
Phemister（1914），　Ham　（1　930），　Rohde　r工925），　Albee（1915）
等3）により移植骨は多少とも造骨能を有していることが指
摘されたが，どこにその能力が保持されているかについて
は意見がまちまちである。本邦の河村5），岩佐6），斎藤7），
鈴木1）宮内・篠原b）等及びWilson（1951）4）等によってこ
のことが或る程度裏付けされたが，いずれも骨膜ないし骨
髄にその重要性を認めている。Reyllold，　David，　Oliver　et
al．li）は精紬な楡索の結果これを否定し，内夕トともに甲論乙
駁の現況である。
　諸家の論拠とする実験そのものに注意してみょう。即ち
軟部に移植された骨と，骨に幽幽ずけられて移植された場
合に著しい差のあることである。しかしこのことは今更新
しいことではなく古く大正3年住田8）氏が，明かにではな
いが指摘されているところであって，移植成績の差は主に
移植骨の5ける機能的刺戟の差によるのであり，骨に接し
て，つまり骨移植の形態で造幽翠の検索を行われたものは
最近の本邦の諸家1）1「J）・6）の実瞼でも骨性癒合の起る途次僅
かながら移椎骨自身から骨新生を起しているかの如き像を
認めている。しかるに軟部に移植された骨が皆一様に吸収
を受ける一方の組織像を呈していることは，既に河村・岩
佐氏の報告するところであり，私のこの実瞼でもそのよう
に思われる所見がえられたのである。
　ところがこれにもまた反論があるのであって，例えば篠
原の遊離自家骨膜，内藤の自家遊離骨は僅かながらその吸
牧に抗し骨新生を行っている像を認めたと報じている。け
れども生なる筋肉内アルコール注射やカルシュ・一ム塩注入
によっても結合織細胞の類骨細泡ないし骨細毛包様化生が起
るのであるから上のような場合の移植骨片表面の類骨組織
ないし新皐骨がいきなり移植骨に由來すると蓮断ずること
の危瞼性は既に河邨教授：o）の指摘されたところである。
　また移植床と移植骨とが新生骨梁をもつて繋がれたから
といって，元三移植骨よりの組織と，母床よりの組織を劃
然と染別出來るのでもない限り，果してそれが移亭亭と移
植のいずれに由來するかの列定は嚴密にいって不可能とい
って艮いであろう。
　ここに一歩をゆずり，内藤，Wikonのいう如く遊離骨
自身に骨新生能があり，他の諸氏の如く骨母床に関係ずけ
られて移植された場合にも間違なく移植骨に骨新生能があ
ったとしても，それがどれ程移植完成に寄興しているかは
’疑問の多いところである。即ち，遊離移植骨片のもつ造骨
能が過大評慣されてはならないこと，むしろそれが微々た
るものであろうことは可塑骨に関する河邨教授11）・12）の論
述にも示されているところである。
　私のeの小実験は，機能的要請のなV・筋肉内移
植であったためか，Wilson等の結果と全く反し
て造面機輸よ全くこれを認めす，吸牧一方であっ
た。少なくとも造骨壷に関してぽ別な観点からの
　　　　ヒ生物学的検索の必要を痛感するものである。
結 論
　1）私ぽ保存骨の造骨能を検索するため，家兎
新鮮，煮沸，冷凍各期肋骨に1mmの骨随に8sよ
ぶ穿孔を施し，家兎背筋内に移植し一定期後に取
出しこれを組織学的に検索した。
　2）いつれの骨も専ら吸牧を受け，骨新生像ぽ
全く見られなかった。
　3）骨吸牧ぽ新鮮骨面も早く，煮沸骨ごれに次
ぎ，冷凍骨最も逞れた。
　4）造骨能検索にぽ軍純な組織学的方法以外の
新らしい方法の必要が痛感される。
　　　　　　　　　　　　　　（昭和28．10．工2受付）
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Summary
　　　　Fresh，　boiled　and　refrigerated　rabbit’s’　ribs　were　drilled　through　the　cortex　to　the
marrow　cavity　and　transplanted　in　the　back　muscles　of　healthy　rabbits．　The　author
examined　the　results　histologically　one，　three　and　five　weeks　later　to　observe　whether
regenerative　phenomena　in　the　above　holes　could　be　seen　or　not．
　　　Each　specimen　showed　nothing　but　resorptive　processes，　which　proceeded　most　rapidly
in　fresh　bone，　mQst　slowly　in　the　refrigerated，　with　the　boiled　in　between．
　　　No　evidence　of　the　actively　bone－producing　ability　in　the　bone　grafts　was　seen　in　this
experiment．　But，　a＄　there　remain　problems　in　the　histological　nlethods　themselves，
another　new　method　would　be　necessary　to　solve　the　problem．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈Received　Oet一　12，　1953）
